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１
月
１０
日
、
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア

豊
橋
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合

・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
共
催
「
２

０
２
４
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
」
を

４
年
ぶ
り
に
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
開

催
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
に
集
う
２３

単
組
の
組
合
員
約
３
０
０
名
が
集

い
、
新
た
な
年
の
門
出
を
と
も
に

祝
っ
た
。
ご
来
賓
と
し
て
、
労
働

界
か
ら
は
上
部
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

連
合
の
荻
山
会
長
、
政
所
事
務
局

長
、
相
良
組
織
局
長
、
地
元
連
合

愛
知
か
ら
は
可
知
会
長
、
中
部
交

運
労
協
か
ら
冨
田
副
議
長
、
さ
ら

に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
社
・
グ
ル
ー

プ
会
社
・
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
地
方

議
員
団
会
議
・
各
種
団
体
の
皆
様

に
多
数
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。

第
１
部
は
、主
催
者
を
代
表
し
、

尾
内
裕
昭
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
会
長
・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
委

員
長
の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま

っ
た
。
続
い
て
、
ご
多
忙
の
な
か

駆
け
付
け
て
い
た
だ
い
た
ご
来
賓

を
紹
介
し
、
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
戴

し
た
。
上
部
団
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
荻
山
会
長
、
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
会
長
の
榛
葉
賀

津
也
参
議
院
議
員
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会

社
か
ら
は
丹
羽
代
表
取
締
役
社
長

ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
関
係
会
社

代
表
と
し
て
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海

関
西
開
発
株
式
会
社
の
山
本
代
表

取
締
役
社
長
、
地
方
議
員
団
会
議

の
世
古
口
議
長
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
退
職
者
連
絡
会
の
久
保

田
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
激
励
と
連
帯

の
ご
あ
い
さ
つ
を
頂
戴
し
、
最
後

に
準
備
を
担
当
し
た
新
幹
線
地
方

本
部
の
渡
邉
執
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
で
第
１
部
を
締
め
く
く
っ

た
。第

２
部
で
は
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
東
海
ホ
テ
ル
ズ
労
働
組
合
の

篠
田
沙
乙
里
さ
ん
に
よ
る
司
会

進
行
の
も
と
、
連
合
愛
知
可
知

会
長
や
Ｊ
Ｒ
連
合
政
所
事
務
局

長
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
ご
来

賓
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
い
た
。
ご
来
賓
・
出

席
者
の
皆
さ
ま
が
懇
親
を
深
め

る
な
か
、
新
春
の
慶
び
を
共
に

分
か
ち
合
い
抱
負
を
語
り
あ

い
、
「
２
０
２
４
年
新
春
賀
詞

交
歓
会
」
は
盛
大
に
進
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
最
後
に
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
江
島
副
会
長
に
よ
る
締

め
の
あ
い
さ
つ
で
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。

第一部 全体写真

地方議員団会議

世古口議長（元伊勢市議）

退職者連絡会

久保田会長

新幹線地方本部

渡邉委員長

ＪＲ連合

荻山会長

ＪＲ連合国会議員懇談会

榛葉会長（参議院議員）

ジェイアール東海関西開発株式会社

山本社長

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン�
２
０
２
４
賀
詞
交
歓
会
�
開
催
�

第３８回定期中央委員会を
開催します！

と き：２０２４年２月７日（水）

１０：３０から

ところ：ホテルアソシア静岡


